




る。 文学批評においては， それは， 文学を形造る一連の営みを解明するにあたって読者を
どのように捉えるかに関わるものである。 そして国語教育においては， この読者論は読者
である児童•生徒（あるいは教師）に関係するものと言える。 し か し こ の 捉 え方だけで
は， 国語教育において読者論を論じる意義がない。
一歩踏み込んで考えてみるならば， 国語教育における読者論にも様々な位相がある。 例
えば， これまで求められていた， これまでの読者論， そして， これから求められる， これ
からの読者論といった時代や社会状況に制約される読者論の位相。 これは， 今われわれは
読者論に何を期待しているのかという問題に結び付く。
また， 国語教育の営みは， 児童•生徒， 教師， 教材の三者が相互に作用し合って形造ら
れている。 従ってこれら三者の関係において読者論を捉える必要も出てくる。
そこで本稿では， 今読者論に期待される姿を描くべく， 主に教師の視点（教授者の側）

































近年国語教育において， 読者論が注目されるようになったのは， ヴォルフガング ・ イ ー
ザー(Wolfgang Iser)の『行為としての読書』（轡田収訳 岩波選書1982.3)の刊行以








『行為としての読書』刊行の翌年， 1983年に， 井関義久氏， 関口安義氏， 田近洵ー氏ら
がイ ーザーの論に言及している。
たとえば井関氏は， 自身の提唱する「批評の学習」に関連させて次のように述べる。



























2. 文学作品の質（形象性， ｝並軌山性， 息想性）一ー作1.1晶論
（注9)
3. 読みのあり方（ことばとのかかわり方）一ー読みの方法論
そして文学作品の指尋においては， それぞれ学習者論， 教材論， 指遅方法論に対応すると













のであり， その意味でイ ー ザー の読者論（読書行為論）の延長線上に位四するものとみな
すことができる。























このようにして氏は， イ ー ザ ーの読者論を韮盤に， 文学教材の構造と機能を国語教育的視
点から捉え， 教材の「誘いかけ構造」と， 学習者と教材の相互作用によって成立する機能
として記述している。











る。仮に方法（論）を提案しても一一例えばバルト (Roland Barthes) の「物語の構造分
析」の授用ー一従来の文学教育に見られた方法（論）に対して新たな局面を開示してくれ
ない。これには， 読者論の理論的な性格付けがあいまいであることに一因がある。例えば


















ーロに読者と言っても， ー読者には， 生活環境， 年齢， 徊人的な好み， □語能力， 予備
知識， 教育といった様々な条件が付与されており， また読書に限ってもその要囚は， 読占
への期待， 輿味， 体験， 習慣など挙げればきりがないほど， 一説者を同定することさえ囚




















表現の単位がいくつか並んでいるとき， 後出の単位の指示す る も の が了解される






ここに登場した「修辞的残俊」，「週像作用」，「表現空間」は， イ ー ザ ー の言う「予錦」，




られている感もある。 しかし読み方にはこの普遍的な面と佃性的な 面 が 両方存在する以














そして一般にアルファ ー 読みからベ ー タ読みへの移行は文学作品をステップとしてなさ
れるはずなのに現行の国語教育では文学作晶を文学l,i/、]に扱いすぎるとして，次のように
提案する。
アルファ ー読みからベ ー タ読みへの移行の過租としての文学作品の読解が見直され
（注19)
る必要がある。


















． ． ． 
な情報は得られなくても，古くから知っていたはずのことがにわかに新鮮な風景とし
て身を囲み，せまってくる，というような「読み」があるわ け です。（中略） 古くか
らの情報を，眼のも少し奥のところで受け と る こ と によって，自分の限の4翡造を変
え，いままで限に映っていた忙報の受け取り方，つまり生き方が変る。そういうふう
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「読み方」においては， 内田義彦氏の「古典としての読み」を頼りに，単 な る 共通認識か
ら正確な読みへというダイナミックな転換によって，個性的な「読み方」を集団の（社会






























田近洵ー「読み手を育てる」（「教育科学国語教育」明治図書 1983. 4~ 1984. 3) 
深川明子「読者間の共通理解・認識を成立させる読みの構造」「子供が創る読み一ー『注文の多
い料理店』の場合ーー」（金沢大学教育学部紀要・教育科学編第34号 1985.2) 




6)『文学教育の課題と創造』教育出版 1980.10 p.18 
7)『国語教育と読者論』 pp.23~29
8)同上 p.22






14)「子供が創る読みーー 『注文の多い料理店』の場合ーー」p.95 ( )内は引用者。
15)「文学教育論批判③」（「教育科学国語教育」No.379明治図書1987.6)p.120 
16)『近代読者論』みすず書房 1969.2 p.319 
17)同上 pp.336~337 
18)『修辞的残像』みすず書房 1968.10 p.267 
19)「日本人の読書」（新装版『人生読本 読書術』河出書房新社1979.8)p.254 
20)『読書と社会科学』岩波新書1985.1 pp. 12~ 13 
21)同上 p.24 
22)同上 p.29 
（筑波大学博士課程教育学研究科人文科教育）
- 19 -
